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一昨年の紀伊半島大水害からの復興を最優先。災害から市民の生命と財産を守るため、地域防災力向上と防災・減災対策に全力で取り組みます。

誰もが住んでよかったと思える、元気な五條市づくりのため、分野を限定せず、夢と魅力、力強さのある事業を引き続き実施します。

⑦⑦キラッと光る事業の実施
キラッと光る事業の実施

五條市の過疎化及び少子高齢化に対処し、若者の定住を促進するため、福祉、教育・文化、生活環境など、あらゆる分野の施策を有機的に展開。有効な事業を検討します。

⑥定住と交流の定住と交流の
　活力ある　活力ある
　まちづくりの推進
　まちづくりの推進

将来を担う子どもたちの健全育成を支援し、創造力と魅力あふれる人材に成長していくための施策を推進します。

⑤明日を担う創造力
明日を担う創造力と

　魅力　魅力あふれる人材の育成の推進
あふれる人材の育成の推進

地域経済の活性化と魅力ある「元気な五條市」を築くため、「企業誘致の促進」「地域産業の振興」「観光産業の充実」を推進します。

③地域の個性と資源を活かす
地域の個性と資源を活かす　元気なまちづくりの推進

　元気なまちづくりの推進

南和地域の医療再生事業の推進等、福祉・医療の重要課題に対処。市民生活の安心の基盤を強化する施策として、「子育て支援の充実」「高齢者福祉の充実」を推進します。

②住んで良かったと思える
住んで良かったと思える

　人にやさしい
　人にやさしい
　まちづくりの推進
　まちづくりの推進

①ふるさとの復興と
ふるさとの復興と

　災害に強いまちづくりの推進
　災害に強いまちづくりの推進

平成 25 年度の
市政運営方針

「太田市長市政運営のコンセプト」１年目

まずはできることに
スピード感をもって
取り組む。

「大地から新芽が芽吹く年」「感謝の年」

「大地に種をまく年」

市長就任時の喫緊の課題に懸命に取り組む。
全国からの温かい支援に応え、災害からの復旧・復興を全力で。

「行動の年」
ようやく伸びてきた若枝を大切に育てるような、スピード感とバランス感覚を持った市政の推進。

２年目
３年目

快適な市民生活のため、広域によるごみ処理施設の整備、ごみの減量化とリサイクル、し尿処理施設の整備を推進します。

④自然環境の保全と
④自然環境の保全と
　循環型社会の
　循環型社会の
　構築の推進　構築の推進

2平成 25 年度施政方針と予算をお知らせします



⑦キラッと光る事業の実施

⑥定住と交流の
　活力ある
　まちづくりの推進

⑤明日を担う創造力と
　魅力あふれる人材の育成の推進

③地域の個性と資源を活かす　元気なまちづくりの推進

②住んで良かったと思える
　人にやさしい
　まちづくりの推進

①ふるさとの復興と
　災害に強いまちづくりの推進

ふ
る
さ
と
の
復
興
と
災
害
に

　

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

紀
伊
半
島
大
水
害

　
　

被
災
地
の
復
旧
・
復
興

　
「
五
條
市
大
塔
町
災
害
復

旧
・
復
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
計
画
的
に
実
行
し
ま

す
。
ま
た
、
被
災
者
の
た
め

の
改
良
住
宅
建
設
等
を
推
進

し
、
安
全
に
安
心
し
て
住
み

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　

市
内
各
地
区
の
地
形
等
に

見
合
っ
た
、
わ
か
り
や
す
い

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
と
配
布

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

　
　
　

人
に
や
さ
し
い
ま
ち

　
　
　
　
　

づ
く
り
の
推
進

　

地
域
公
共
交
通

　

市
内
の
移
動
手
段
の
み
な

ら
ず
、
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
視
野
に
入
れ
て
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

福
祉
行
政

　

紀
伊
半
島
大
水
害
で
被
災

し
た
住
民
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
が

孤
独
に
な
ら
な
い
居
場
所
づ

く
り
や
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
買
物
難
民
の
解

消
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
咲
寮

　

専
門
委
員
会
の
答
申
で
施

設
を
新
設
す
る
方
向
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
そ
れ
に
む

け
て
詳
細
な
考
察
を
進
め
ま

す
。

地
域
の
個
性
と
資
源
を

　

活
か
す
元
気
な

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

企
業
誘
致

　

す
で
に
誘
致
に
成
功
し
た

「
株
式
会
社 

カ
ク
ダ
イ
」、

「
株
式
会
社 

鳳
羽
電
設
」
に

続
い
て
、
北
宇
智
工
業
団
地

に
「
株
式
会
社 
朝
日
ウ
ッ

ド
テ
ッ
ク
」
の
進
出
が
決
定
。

去
る
２
月
に
報
道
記
者
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
１

社
で
も
多
く
の
企
業
を
誘
致

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

鳥
獣
被
害
防
止
と
と
も
に
、

イ
ノ
シ
シ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な

ど
の
捕
獲
駆
除
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
野
生
獣
を
地
域
の

資
源
と
捉
え
食
用
と
し
て
処

理
で
き
る
施
設
の
建
設
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
産
業
の
充
実

　

映
画
監
督
の
河
瀨
直
美
氏

に
本
市
の
観
光
大
使
と
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年

度
も
市
の
魅
力
を
映
像
で
全

国
に
発
信
し
ま
す
。

　

五
條
新
町
で
は
江
戸
時
代

に
建
築
さ
れ
た
旧
辰
巳
邸
の

整
備
が
完
了
し
ま
す
。
今
後
、

文
化
観
光
の
拠
点
施
設
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
天
誅
組

の
変
か
ら
１
５
０
周
年
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
観
光

客
の
取
り
込
み
を
図
り
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
と

循
環
型
社
会
の
構
築
の
推
進

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え

　

本
年
度
に
実
施
設
計
と
地

元
説
明
会
を
行
い
本
体
工
事

に
着
手
。
平
成
26
年
度
中
の

新
施
設
完
成
を
目
指
し
取
り

組
み
ま
す
。

明
日
を
担
う
創
造
力
と

　
　

魅
力
あ
ふ
れ
る

　
　

人
材
の
育
成
の
推
進

　

学
校
教
育
の
環
境
整
備

　

地
震
災
害
か
ら
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
確
保
す
べ
く
、

小
・
中
学
校
の
体
育
館
の
耐

震
化
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

平
成
27
年
度
の
高
校
総
体

が
、
和
歌
山
県
を
中
心
に
近

畿
圏
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
も
屋
内
競
技
の
開
催

を
目
指
し
、
国
・
県
の
財
政

支
援
を
得
て
中
央
体
育
館
の

建
て
替
え
に
着
手
し
競
技
で

き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
「
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

と
改
称
し
、
不
登
校
や
い
じ

め
問
題
へ
の
対
策
、
子
ど
も

や
保
護
者
か
ら
の
相
談
の
受

付
を
更
に
充
実
。
８
月
頃
を

め
ど
に
旧
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

建
物
に
移
転
し
、
子
ど
も
た

ち
や
保
護
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

を
強
化
し
ま
す
。

定
住
と
交
流
の
活
力
あ
る

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

人
口
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
、

地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
公
共
交
通
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
定
住
化
を
促
進
す
る

た
め
魅
力
あ
る
暮
ら
し
を
創

出
で
き
る
施
策
を
推
進
し
ま

す
。

キ
ラ
ッ
と
光
る
事
業
の
実
施

　

若
手
映
画
監
督
に
よ
る
本

市
を
題
材
と
し
た
映
画
の
製

作
や
上
映
会
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
の
持
つ
魅
力
と
資
源
を

全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

災
害
に
よ
る
風
評
被
害
の
払

拭
と
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

3 月議会で施政方針を
　　発表する太田市長

太
田
市
長
が
発
表
し
た

平
成
25
年
度
の
施
政
方
針
（
抜
粋
）

④自然環境の保全と
　循環型社会の
　構築の推進
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平
成
25
年
度

市
の
当
初
予
算
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
は
、
紀

伊
半
島
大
水
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
と
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
防

災
・
減
災
対
策
を
第
一

に
据
え
、
住
ん
で
良
か

っ
た
と
思
え
る
魅
力
と

活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
向
け

た
予
算
編
成
を
行
い
ま

予算は、市民の皆さんに納めていただいた税金や、国や県からの補助金
などがどれだけ入ってきて、どのように使われるかをまとめたものです。

し
た
。

　

本
年
度
も
社
会
保
障

関
係
費
な
ど
の
支
出
が

増
え
、
労
働
力
人
口
の

減
少
や
長
引
く
景
気
低

迷
な
ど
に
よ
る
市
税
の

減
少
や
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
の
削

減
な
ど
大
変
厳
し
い
状

況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

有利な

財源を活用
元気なまちづくり

施策を検証・重点化

財源を最適に配分
主な事業の
内容をお知らせします

小規模住宅 
地区改良事業 1億6686万円  住宅被災者のための改良住宅建設を主体とした大塔地域の復旧復興事業。 

消防庁舎 
建設事業 7億1513万円  市民の安心・安全の拠点となる新消防庁舎の整備。平成２５年度中の完成予定。 

(仮称)五條消防署 
西吉野救急出張所 
整備事業 

6923万円  地域住民の安心･安全確保のため救急出張所を整備。平成２５年度中の完成予定。 

五條市防災マップ 
等作成事業 710万円  

紀伊半島大水害の教訓を踏まえ各地区の地
形等に即したわかりやすい防災マップ等を
作成・配布。 

防災行政無線 
整備調査業務委託 380万円  

災害・避難警戒情報の迅速な伝達手段であ
る防災行政無線の未整備地域への整備につ
いて調査する。 

　

し
か
し
、
施
策
の
十

分
な
検
証
と
重
点
化
に

よ
り
、
優
先
す
べ
き
事

業
を
見
極
め
た
上
で
、

貴
重
な
財
源
を
最
適
に

配
分
し
、
国
や
県
か
ら

の
有
利
な
財
源
を
最
大

限
活
用
す
る
な
ど
、
効

率
的
で
効
果
的
な
予
算

編
成
に
努
め
ま
し
た
。

南和広域 
医療組合負担金 4億2975万円  救急病院の建設など、南和地域公立病院の新体制整備にかかる広域医療組合負担金。 

地域公共交通 
対策事業 8307万円  

公共交通空白地帯の解消と、いわゆる交通
弱者といわれる人達の買物や通院等の際の
移動手段を確保する。 

緊急通報 
システム 
整備事業 

548万円  
ひとり暮らし等高齢者を守り支援する
緊急通報システムの管理・運営を一本化。
新たな形で更新します。  

ふるさとの復興と災害に強いまちづくり

住んで良かったと思える人にやさしいまちづくり

古民家活用事業 685万円  改修した五條新町通りの古民家(旧辰巳邸)を活用。展示・休憩・販売所として開館。 

地域の個性と資源を活かす元気なまちづくり

し尿処理施設建設
事業 

5億1060万円  処理設備はすべて建屋内に収納。美観や臭
気対策など環境に配慮した施設を整備。 

家庭用生ごみ処理
機器購入費補助金 

400万円
 
家庭用の生ごみ処理容器および電気式生ご
み処理機購入に対する補助金。 

明日を担う創造力と魅力あふれる人材の育成

自然環境の保全と循環型社会の構築

五條市教育 
ネットワーク 
システム更新事業 

990万円  
情報教育の推進と学校間の情報共有等、学

校教育の情報ネットワークシステムの更新。 

特色ある学校づく
りサポート事業 

100万円  ふるさと学習など、特色ある学校づくりの
具体化を支援する 。

キラッと光る事業の実施
映像を活用した魅
力発信事業補助金 

620万円  
五條市を題材とした映画の作製および上映
会の支援。観光の振興につなげる。 

4平成 25 年度施政方針と予算をお知らせします



▼市税の内訳

■問合先　財政課　本庁（内線２１２、２４８）

一般会計
歳出予算

人件費

公債費

扶助費

普通建設事業費

物件費

補助費等
維持補修費等

繰出金

投資及び出資金

災害復旧費

その他予備費等

　市税は、所得と納税義務者の減少による個人市民税の減少、
地価の下落等による固定資産税や都市計画税の減少などにより
前年度比 1,677 万円、0．5％の減となりました。地方交付税
も国の計画等に基づき 2億円の減少です。
　一方、災害復旧事業や大規模な施設整備事業予算の計上によ
り、その財源として市債が大幅に増加しました。繰入金は、退
職手当や負担金、繰出金などの大幅増による財源の不足額に充
てるため、財政調整基金繰入金を５億円予算計上しました。

　公債費が引き続き減少しているものの、福祉サービス
の利用増、医療費の高額化などに伴い扶助費が増加しま
した。また、職員退職手当増などにより人件費が増加し
ました。
　普通建設事業費は、災害復興関連事業費や、大規模な
施設整備事業予算が増えたことから、総額、構成比とも
に大きく増加しました。

▼一般会計歳出予算（性質別） ▼一般会計歳入予算
対前年
度比(%)
 

区    分 平成25年度  

当初予算 
平成24年度  

当初予算  

市税 32億2302万円  32億3979万円  △ 0.5  

繰入金 5億   843万円   皆増  

繰越金 2億2000万円   皆増  

分担金及び負担金 6億9059万円  6億3468万円  8.8  

使用料及び手数料 3億4769万円  3億4363万円  1.2  

諸収入等 1億6492万円 1億8241万円  △ 9.6  

交付金等 5億9800万円 6億5050万円  △ 8.1  

国庫支出金 17億5091万円 16億4594万円  6.4  

県支出金 12億7764万円 9億9195万円  28.8 

市債 28億9880万円 19億4910万円  48.7 

地方交付税 73億円  75億円  △ 2.7  

合      計 189億8000万円 171億3800万円 10.7 

水道事業会計

会  計  名  平成25年度当初予算  対前年度比(%) 

一 般 会 計   189 億 8000 万円     10.7 

国民健康保険   46 億 7100 万円      2.3 

簡易水道   5 億 9140 万円      18.7 

下水道事業   11 億 2180 万円    △ 1.5 

墓地事業   470 万円    113.6 

介護保険   35 億 9500 万円    8.8 

大塔診療所   5380 万円    △ 18.6 

農業集落排水事業   410 万円    0.0 

特  

別  

会  

計 

後期高齢者医療   4 億 3390 万円    1.0 

  

 12 億 4184 万円   △ 11.6 

合      計  306 億 9754 万円  7.5 

構成比(%) 

42.6  

45.6  

2.9  

5.5  

3.4  

100  

区 分 予算額 

市民税 13 億 7,400 万円 

固定資産税 14 億 6,932 万円 

軽自動車税    9,200 万円 

市たばこ税  1 億 7,780 万円 

都市計画税  1 億 990 万円 

市税合計  32億 2,302万円 

▼歳入予算の構成比▼歳出予算の
　構成比

▼各会計別予算のまとめ

他の会計に渡す財源

業務に必要な物
品等の調達費用
など

職員給与、議員報酬など

借入金の返済

道路、公園、建
物の整備など

福祉・医療の給付金など

市　税 分担金
及び負担金
使用料
及び手数料
諸収入等

交付金等

国庫支出金

県支出金

市　債

地方
交付税

一般会計
歳入予算

繰越金

繰入金

国や金融機関からの借入金

0.1万円 

0.1万円 

区  分 
平成 25 年度 

当初予算 

平成 24 年度 

当初予算 

対前年 

度比(％) 

人件費  36 億  67 万円  32億5,746万円 10.5 

公債費  31億1,098万円 32 億 8,767 万円 △ 5.4 

扶助費  27億6,227万円 26 億 6,198 万円 3.8 

普通建設 

事業費 
 29億9,251万円  21億5,605万円 38.8 

災害復旧事業費 1億 4,075 万円 0 万円 皆増 

物件費  26億6,764万円 24 億 5,182 万円 8.8 

繰出金  26億6,249万円  25億 753万円 6.2 

補助費等   8 億 6,024 万円 7 億 983 万円 21.2 

維持補修費   8,065 万円  8,386 万円 △ 3.8 

投資及び 

出資金 
  8,000 万円 0 万円 皆増 

その他 

予備費等 
2,180 万円 2,180 万円 0.0 

合      計 189億8,000万円 171億3,800万円 10.7 
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五
條
市
と
横
浜
美
術
大
学
が

連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
同
大
学
は
、
地

域
文
化
の
振
興
を
目
的
に
多
く

の
地
域
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
同
大
学
講
師
で

も
あ
り
新
町
地
区
に
拠
点
を
置

い
て
創
作
活
動
を
行
う
日
本
画

家
、
杉
本
洋
氏
ら
の
協
力
で
市

と
横
浜
美
術
大
学
が
双
方
の
知

識
や
人
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
合
意
。
今
後
、
人
材
の
育
成

や
学
術
の
向
上
、
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
協
力
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

３
12

五
條
市
教
育
委
員
会
善
行
表
彰

学
校
・
地
域
の
模
範

ひなに願いをこめて清流に流します

協
定
書
に
署
名
し
た
春
山
文
典
学
長
と
太
田
市
長

源龍寺の流しびな
清流に願いをこめて

　

南
阿
太
に
戦
前
か
ら
伝
わ
る

伝
統
行
事
、
流
し
び
な
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
流

し
た
ひ
な
が
、
吉
野
川
を
下
っ

て
和
歌
山
県
の
淡
島
神
社
へ
流

れ
着
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
が

封
じ
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ひ
な
は
色
紙
の
着
物
に

大
豆
の
頭
を
つ
け
た
男
女
一
対

の
人
形
を
竹
の
皮
の
船
に
乗
せ

た
も
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

手
作
り
で
作
っ
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
願
い
を
こ
め
た

ひ
な
を
、
そ
っ
と
川
に
流
し
て

い
ま
し
た
。

４
７

　

学
校
や
地
域
社
会
で
良
い

行
い
を
し
た
子
ど
も
た
ち
の

功
績
を
た
た
え
て
、
次
の
３

人
が
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

永
栄　

千
隼
さ
ん
（
五
條

東
中
学
校
３
年
）
は
、
体
が

不
自
由
な
友
人
を
積
極
的
に

補
助
す
る
な
ど
、
思
い
や
り

の
あ
る
行
動
は
周
囲
の
生
徒

の
模
範
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
平 

薫
さ
ん
（
五

條
小
学
校
６
年
）
と
市
平 

遼

祐
さ
ん
（
同
４
年
）
は
、
紀

伊
半
島
大
水
害
で
被
災
し
転

校
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら

も
明
る
く
学
校
生
活
を
過
ご

し
、
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅

伝
大
会
で
は
好
成
績
に
貢
献
。

被
災
地
の
皆
さ
ん
に
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

　

学
校
や
地
域
の
模
範
と
し

て
、
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

左から永栄 千隼さん、市平 薫さん、市平 遼祐さん

３
19

五
條
市
就
職
応
援
フ
ェ
ア
を
開
催

地
域
に
根
ざ
し
た
就
職
活
動
を
支
援

個性あふれるまちづくりを推進

横浜美術大学と連携
協定書を締結しました

３
18

　

市
内
で
の
就
職
や
若
者
の

定
住
促
進
を
目
的
に
、
地
域

の
若
者
に
地
元
の
優
良
企
業

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
五

條
市
就
職
応
援
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
五
條
市
雇
用
対

策
協
議
会
や
地
元
企
業
に
協

力
を
い
た
だ
き
就
職
活
動
の

基
本
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
合
同

説
明
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下

市
や
奈
良
し
ご
と
i
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
就
職
相
談
や
情

報
提
供
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
求
職
者

や
学
生
は
担
当
者
の
説
明
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
た
セ
ミ
ナ
ー

6GOJO ニュース



４
6～

交
通
事
故

ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

春
の
交
通
安
全

       

県
民
運
動

　

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
そ

う
と
、
春
の
交
通
安
全
運
動

が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
五
條
市
で
は
８
日
に
吉

野
川
河
川
敷
で
交
通
安
全
市

民
の
つ
ど
い
を
開
催
。
な
か

よ
し
保
育
園
園
児
手
作
り
の

交
通
安
全
こ
い
の
ぼ
り
が
寄

贈
さ
れ
、
吉
野
川
河
川
敷
に

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

10
日
の
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」
に
は
今
井
３
丁

目
交
差
点
で
、
太
田
市
長
み

ず
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
啓
発
物
品
を
配
布
し
、

「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま

す
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。

地
域
防
災
を
担
う
25
人
の
消
防
団
員

　

五
條
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
中

純
宏
会
長
）
か
ら
創
立
55
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
五
條
市
育

英
会
へ
助
成
金
を
寄
付
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
助
成
金
は
強

く
学
習
意
欲
を
も
ち
な
が
ら
経
済

的
に
進
学
が
困
難
な
市
内
在
住
の

生
徒
の
支
援
の
た
め
有
効
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

五
條
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
助
成
金

経
済
的
に
困
難
な

　
　

生
徒
を
支
援

４
10

　

田
園
地
区
、
あ
づ
み
台
地
区
、

な
つ
み
台
地
区
を
管
轄
す
る
五

條
市
消
防
団
第
１
方
面
隊
22
分

団
が
結
団
さ
れ
、
結
団
式
を
実

施
し
ま
し
た
。
任
命
さ
れ
た
25

 

人
の
消
防
団
員
は
、
森
本
分
団

長
を
中
心
に
地
域
の
防
災
の
担

い
手
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
同

日
、
田
園
４
丁
目
田
園
公
民
館

横
に
消
防
活
動
資
材
の
格
納
庫

も
完
成
し
、
車
両
も
納
車
さ
れ

ま
し
た
。
納
車
式
で
は
団
員
が

ポ
ン
プ
操
法
を
行
い
、
迅
速
、

確
実
な
消
火
資
機
材
の
取
り
扱

い
を
披
露
し
ま
し
た
。

３
24

　

五
條
市
と
市
内
の
15
郵
便
局

が
、
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
て
地
域
に
貢
献
す
る

相
互
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
協
定
で
は
、
郵
便
局

の
社
員
が
業
務
中
に
災
害
で
の

道
路
の
異
常
や
危
険
箇
所
な
ど

を
見
か
け
た
場
合
の
市
へ
の
情

報
提
供
や
、
子
ど
も
や
大
塔
地

区
の
お
年
寄
り
の
見
守
り
活
動
、

「
子
ど
も
１
１
０
番
」
の
緊
急

避
難
の
受
け
入
れ
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
根
ざ

し
た
郵
便
局
が
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
市
民
を
見
守
り
ま
す

３
19郵便局員が見守り活動を実施

郵便局のネットワークで
　まちの安全をサポート

五條市消防団
第１方面隊 22分団が結団

田園地区、あづみ台地区、なつみ台地区を管轄

中
会
長
か
ら
教
育
長
に
助
成
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
太
田
市
長

子
ど
も
た
ち
の
願
い
を
込
め
た

交
通
安
全
こ
い
の
ぼ
り
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　　The students that have just graduated in March are 
the students who were first graders when I came to 
Japan back in 2007. This makes them the first group of 
students who I have taught English every year they have 
been in school. I can only hope that I have made English 
more interesting for them and they will continue to 
study hard in middle school.
　　I always try my best to make them interested and 
enjoy learning. It was my learning Japanese that opened 
up my life to the wonderful experiences that I am now 
having here in Japan. Being able to help other people to 
have these sorts of wonderful events in their lives is 
amazing
　　I realize that tests are a big part of middle (and high) 
school and that this is a huge stress on everything. I 
realize that many students might lose interest in English 
because of how stressful the testing can be. Even I, for a 
while, was less excited about computers because of the 
stress college and tests put on my learning.
　　But learning is not about tests. Learning is not about 
scores. Learning is about life. Learning is what makes 
every day interesting. So to all the recent graduates and 
even those of you who have graduated many years ago, I 
encourage you to keep on learning whatever it is that 
you are passionate about. It makes all the difference.

　今年の三月に（小学校を）卒業した児童は、さかのぼるこ
と 2007 年、私が日本に来た年の一年生でした。そして、私
が 6年間英語を教えた初めての生徒です。彼らに英語を楽し
く教えられたかということと、彼らが中学校でも一生懸命勉
強を続けてくれることをただ願うばかりです。
　私は、子どもたちが興味をもって楽しく学べるように、い
つも最善を尽くしています。私自身もそういう風に日本語を
学び、そのおかげで、私の日本での今の暮らしが素晴らしい
ものになったからです。他の人の人生が、素晴らしいものに
なるためのお手伝いができることは、本当に素敵なことだと
感じています。
　テストは、中学校（または高校）の重要な部分ですが、そ
れが何かにつけて、かなりのストレスになっているとは思い
ます。そのために、多くの生徒が英語に対する興味を失うか
もしれないと危惧しています。実際、私も大学とテストのス
トレスで、しばらくコンピュータの学習に興味を失った時期
がありました。
　しかし、勉強というのはテストのためにするものではあり
ません。点数のためでもありません。勉強というのは人生の
ためにするものです。また、毎日を楽しくするためのものです。
だから、最近学校を卒業した方も、何年も前に卒業した方も、
情熱を見いだせるものは何でも学習を続けていってほしいも
のです。そうすれば（人生が）一変するでしょう。

All the difference 一変する

英語
コミュ

ニケー
ション

第 49 回

国 際 交

流

E xc h ange
I n ternational

”make all the difference”　大きく変える、見違える、一変する

「人やものが、何かに大きく影響を及ぼすこと。」
When something or someone "makes all the difference" it means it 
has a very powerful or important effect on something.

こんにちは、　
エリックコズィオールです

●
登
下
校
時
に
気
軽
に
あ
い
さ
つ

し
、
声
を
か
け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

●
危
険
な
遊
び
や
ル
ー
ル
違
反
に

は
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
せ
ず
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
良
い
行
い
を
目
に
し
た
と
き
は
、

た
め
ら
わ
ず
ほ
め
ま
し
ょ
う
。

●
継
続
的
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、

犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ

う
。

■
問
合
先

　

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
３
０
０
４

地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
よ
う

気
に
か
け

目
を
か
け

声
を
か
け

民生委員・児童委員はあなたの街の良き相談相手

５月 12日～ 18日は

民生委員・児童委員の日活動強化週間

　担当の民生委員・児童委員がわからない
ときは、次の窓口に問い合わせてください。
■問合先
　社会福祉課福祉係　本庁（内線２７５）
　五條市社会福祉協議会☎２４・４１５２

広げよう  地域に根ざした  思いやり
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消
費
生
活
相
談

　
　

マ
メ
知
識

旅
行
の
契
約
が
成
立
す
る
の
は
い
つ
？

　

標
準
旅
行
業
約
款
に
よ
る

と
、
旅
行
契
約
の
成
立
は
旅

行
者
か
ら
の
申
込
を
旅
行
業

者
が
承
諾
し
、
旅
行
者
が
申

込
金
を
支
払
っ
た
時
に
成
立

し
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
予
約
申
込
し

た
だ
け
で
は
契
約
は
成
立
し

て
い
ま
せ
ん
。
申
込
金
支
払

い
前
に
予
約
を
取
り
消
し
た

場
合
は
、
約
款
に
規
定
さ
れ

た
取
消
料
や
違
約
金
の
支
払

い
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

申
し
込
む
前
に
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
取
引
条
件
書
等

を
、
ま
た
、
契
約
成
立
後
に

は
渡
さ
れ
る
最
終
旅
行
日
程

表
も
記
載
内
容
が
違
わ
な
い

か
、
そ
れ
ぞ
れ
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先

　

消
費
生
活
相
談
窓
口

  （
毎
週
火
、
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

　

本
庁
（
内
線
３
８
６
）

食
品
表
示
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
『
食
品
表
示
１
１
０
番
』

   

食
品
の
表
示
は
、
消
費
者

が
食
品
を
購
入
す
る
と
き
、

そ
の
選
択
に
役
立
つ
重
要
な

情
報
で
す
。
奈
良
地
域
セ
ン

タ
ー
で
は
、『
食
品
表
示
１
１

０
番
』
を
設
置
し
、
食
品
の

偽
装
表
示
や
不
審
な
食
品
表

示
に
関
す
る
情
報
、
食
品
の

表
示
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

等
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

食品表示
１１０番
☎０７４２・３２・１８７７
近畿農政局奈良地域センター表示・規格担当

偽装表示や
不審な食品表示は

先
日
は
任
地
の
南
３
０
０

㎞
、
ク
マ
シ
で
行
わ
れ
た

Industrial Technology 
Exhibition

と
い
う
ト
レ
ー

ド
フ
ェ
ア
に
お
邪
魔
し
て
き

ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
に
参
加
を
さ

れ
て
い
た
の
は
ク
マ
シ
技
術

短
期
大
学
で
働
か
れ
て
い
る

円
子
さ
ん
で
す
。
円
子
さ
ん

は
現
在
、
太
陽
電
池
製
品
の

応
用
を
J
I
C
A
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
の
短

大
で
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

今
回
展
示
さ
れ
た
も
の
は
、

Fufu-m
am
a

（
日
本
で
い
う

太
陽
電
池
で
動
く
餅
つ
き
機

み
た
い
な
も
の
）、
太
陽
電
池

で
動
く
ミ
シ
ン
、
扇
風
機
、

自
分
で
太
陽
の
向
き
に
合
わ

せ
回
転
す
る
太
陽
電
池
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
展
示
品
は
、
円

子
さ
ん
設
計
の
元
、
教
え
子

が
作
成
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ど
れ
も
面
白
い
も
の
で

し
た
が
、
ぼ
く
を
童
心
に
帰

ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
写

真
に
あ
る
乗
り
物
。「
太
陽
電

池
で
走
る
車
い
す
」
自
転
車

の
前
半
分
を
切
っ
て
車
椅
子

に
つ
け
た
も
の
な
ん
で
す
が
、

バ
イ
ク
の
よ
う
に
、
ハ
ン
ド

ル
の
ア
ク
セ
ル
を
ひ
ね
る
と

走
り
出
し
ま
す
。

「
え
、
は
、
は
や
す
ぎ
、
ち

ょ
っ
、
ま
が
れ
な
い
」
と
い

う
ぐ
ら
い
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル

に
す
る
と
パ
ワ
フ
ル
な
こ
の

乗
り
物
、
足
の
不
自
由
な
方

に
乗
っ
て
も
ら
お
う
と
開
発

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
天
井
部

の
太
陽
電
池
が
重
く
少
し
不

安
定
な
の
だ
そ
う
で
、
現
在

使
っ
て
い
る
も
の
の
半
分
で
、

同
じ
出
力
の
出
る
電
池
に
変

え
る
な
ど
安
定
性
が
今
後
の

課
題
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
他

に
も
い
ろ
い
ろ
な
お
店
、
学

校
が
出
店
し
て
お
り
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
か
ら
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
に
関
す
る
商
品
な
ど
幅
広

い
商
品
が
、
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

太
陽
電
池
の
応
用
を
学
ぶ

モ
ノ
づ
く
り
が
で
き
る
学
生

ち
ょ
っ
と
う
ら
や
ま
し
い
ぞ
、

そ
ん
な
こ
と
を
お
も
っ
た
ト

レ
ー
ド
フ
ェ
ア
で
し
た
。

ガ
ー
ナ
か
ら
の
手
紙✉

第
12
通

（
文
・
写
真
）勝
島　

雄
治

（
か
つ
し
ま
ゆ
う
じ
）　

五
條
市
田
園

出
身
の
25
歳
。「
日
本
の
文
化
や
技
術

で
発
展
途
上
国
に
夢
を
与
え
た
い
」と

J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
。

ガ
ー
ナ
タ
マ
レ
市 

ダ
ヒ
ン
シ
ェ
リ
中

学
校
理
数
科
教
師
と
し
て
勤
務
中
。

勝
島
雄
治
の

日本人は左から順に円子さん、自動車整備を教えている
林さん、自分の順番。ガーナ人は彼らの同僚です。
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病
気
を
予
防
！

　

早
期
発
見
！

▼
４
月
１
日
現
在
か
ら
ド
ッ

ク
受
診
日
ま
で
継
続
し
て

五
條
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納

し
て
い
る
世
帯
。

▼
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在

で
満
35
歳
以
上
75
歳
未
満

の
人
。

※

75
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
は
次
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

本
人
負
担
額
を
除
く
検
査

料
は
市
が
助
成
し
ま
す
。

※

該
当
世
帯
に
は
、
５
月
上

旬
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

※

受
付
は
先
着
順
で
す
。

　

五
條
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
病
気
を

早
期
に
発
見
し
、
ま
た
予
防
し
て
す
こ
や
か
な
毎
日
を
送
れ
る

よ
う
、
脳
ド
ッ
ク
、
肺
が
ん
ド
ッ
ク
お
よ
び
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
次
の
と
お
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

脳
ド
ッ
ク人

間
ド
ッ
ク

 脳ドック 肺がんドック 人間ドック 

受付開始日 ５月１６日（木） ５月１７日（金） 

受付時間 午前８時３０分～午後５時 

健診期間 
６月３日（月）～ 
平成２６年２月２８日（木） 

６月３日（月）～ 
１０月３１日（木） 

６月３日（月）～ 
平成２６年１月３１日（金） 

本人負担額 

９，０００円 
（検査料 33,000～38,850円の
うち、市から24,000円～29,850
円負担されています） 

６，０００円 
（検査料29,000円のうち市
から23,000円負担されてい
ます） 

７，０００円 
（検査料 35,000円のうち 
市から 28,000円負担されて
います） 

医療機関 
▼定員 
▼受診日 
 

①県立五條病院 
（８月は受診不可） 
 ▼１２０人 
 ▼毎週水曜日 
②町立大淀病院 
 ▼７０人 
 ▼毎週水曜日 
③済生会御所病院 
 ▼１００人 
 ▼受診者が医療機関に予約 

 県立五條病院 
（８月は受診不可） 
 ▼９０人 
 ▼毎週水曜日 

 市内の指定医療機関 
 ▼４００人 
 ▼受診者が 
  医療機関に予約 

受付場所 

▼５月１６日（木） 
 市民会館 1階ロビー、 
▼５月１７日（金）以降 
 保険課窓口 
※西吉野支所、大塔支所は５月
１６日（木）～６月２８日（金） 

▼５月１７日（金） 
 市民会館１階ロビー                   
▼５月２０日（月）以降 
 保険課窓口 
※西吉野支所、大塔支所は５月１７日（金）～６月２８日
（金）                     

申込方法 
保険証と案内状を持参して各受付日に申請してください。 
４０歳以上の人は５月上旬に送付される特定健診の受診券と質問票も持参してください。 

肺
が
ん
ド
ッ
ク

※人間ドック、脳ドックおよび肺がんドックを重複して受診することはできません。
※４０歳以上の人は特定健診も同時に実施されます。特定健診を受け、後日、人間ドックを受けるこ
とはできません。
※昨年申し込みをして受診していない人は、申し込みできない場合があります。

■問合先　保険課　本庁（内線２６７、３６７）

　

対
象
者

高
齢
者
運
動
教
室
（
介
護
予
防
教
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
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健
康
診
査

（
後
期
高
齢
者
医
療
）

人
間
ド
ッ
ク

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

▼
対
象
者　

後
期
高
齢
者
医

療
の
資
格
の
あ
る
人

※

12
月
１
日
以
降
に
資
格
を

得
る
人
は
、
次
年
度
か
ら

受
診
で
き
ま
す
。

▼
実
施
時
期

　

６
月
１
日
（
金
）
〜

　

平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）

▼
検
査
項
目

　

問
診
、
触
診
、
身
体
計
測
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
検
査
、

貧
血
検
査

※

医
師
の
判
断
に
よ
り
眼
底

検
査
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

▼
受
診
方
法

　

資
格
の
あ
る
人
に
受
診
券

を
郵
送
し
ま
す
。
直
接
医

療
機
関
に
予
約
し
て
受
診

し
く
だ
さ
い
。

▼
費
用　

５
０
０
円

　

75
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
を
対
象
と
し
た
健
康
診
査
と
人
間

ド
ッ
ク
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

健
康
診
査

▼
受
付
日
時
・
場
所

５
月
24
日（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時

　

市
民
会
館
お
よ
び
西
吉

野
支
所
、
大
塔
支
所

５
月
25
日（
金
）
以
降

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時

　

保
険
課
お
よ
び
西
吉
野

支
所
、
大
塔
支
所

▼
受
付
に
必
要
な
も
の

①
健
康
診
査
受
診
券

②
質
問
票（
郵
送
さ
れ
た

も
の
）　

③
保
険
証　

④
印
鑑

▼
定
員　

50
人

▼
実
施
期
間

　

６
月
１
日（
金
）
〜

　

平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）

▼
医
療
機
関　

市
が
指
定

す
る
医
療
機
関

▼
費
用　

本
人
負
担
額　

６
５
０
０
円

 

（
検
査
料　

３
５
０
０
０

円
、
市
負
担
２
８
５
０

０
円
）

※

健
康
診
査
と
人
間
ド
ッ

ク
の
両
方
を
受
診
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
ド
ッ
ク

■申込・問合先
　保険課
　本庁（内線 373）

　シルバー世代の充実したライフスタイルを支
援するため、地域に密着した仕事の紹介や地域
活動を行っています。皆さんもセンターに登録
して活動してみませんか。
■対象者　60歳以上の健康な人
■入会説明会　毎月第 3水曜日　13:30 ～
■申込・問合先
　シルバー人材センター　☎２２・５５４１

シルバー人材センター
　　　　　　会員募集

皆さんの

経験・知識・能力で

まちを元気に！

高
齢
者
運
動
教
室
（
介
護
予
防
教
室
）

高
齢
者
運
動
教
室
（
介
護
予
防
教
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

み
ん
な
で
楽
し
く
運
動

を
し
て
、
寝
た
き
り
や
認

知
症
、
転
倒
骨
折
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。
要
介
護
認

定
を
受
け
た
人
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。（
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
場

合
は
参
加
可
能
）

▼
足
腰
元
気
塾　

自
宅
で

も
で
き
る
運
動
を
紹
介
。

■
日
時　

６
月
14
日
（
金
）

か
ら
毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
対
象
者　

お
お
む
ね
75

歳
以
上
、
先
着
18
人

▼
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　

運
動
教
室

　

音
楽
に
合
わ
せ
た
楽
し

い
転
倒
予
防
運
動
。

■
日
時　

６
月
14
日
（
金
）

か
ら
毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
対
象
者　

市
内
に
在
住

す
る
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
人
（
先
着
18
人
）

▼
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
運
動
教

室

　

主
に
運
動
器
機
を
使
っ

た
運
動
を
、
運
動
指
導

士
が
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
14
日(

金)

か
ら
第
２
、
第
４
金
曜

日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所

　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳

以
上
、
先
着
８
人

■
申
込
締
切　

い
ず
れ
の
教

室
も
５
月
17
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
５
・
２
６
４
０

高
齢
者
運
動
教
室
（
介
護
予
防
教
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
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小
学
生
の

入
院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

■
助
成
金
の
申
請
方
法

　

ま
ず
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
入
院
医
療
費
を
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

次
の
も
の
を
持
参
し
て
市

役
所
保
険
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
入
院
医
療
費
の
領
収
書

②
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

③
養
育
者
の
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

④
印
鑑
（
認
め
印
）

⑤
高
額
療
養
費
・
附
加
給
付

決
定
通
知
書
（
該
当
す
る

場
合
の
み
）

※

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

適
用
者
は
、
福
祉
医
療
か

ら
助
成
さ
れ
ま
す
。

※

助
成
金
は
入
院
医
療
費
を

支
払
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

５
年
以
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

小学生が入院した際の本人負担額
・医療機関ごとに１か月の入院日数が
　▼14日未満の場合　５００円
　▼14日以上の場合　１０００円
医療費から、この金額と高額療養費や附加給付
等他の払戻金を差し引いた額が助成されます。

　

市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
の

入
院
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す

る
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

※

差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
健
康

保
険
の
適
用
を
受
け
な
い

費
用
や
入
院
食
事
療
養
費

標
準
負
担
額
は
助
成
対
象

外
で
す
。

※

入
院
の
際
、
医
療
機
関
窓

口
へ
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
を
提
示
す
る
と
高
額

な
医
療
費
の
支
払
い
を
軽

減
で
き
ま
す
の
で
事
前
に

各
健
康
保
険
者
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

保
険
課
福
祉
医
療
係

　

本
庁
（
内
線
３
７
３
）

▼
一
旦
入
院
費
用
を

　

医
療
機
関
に
支
払
う

▼
保
険
課
に
申
請
す
る

▼
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

制
度
の
概
要

⇒⇒

児
童
の
養
育
者
に

各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
次
の
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
に
は
所
得
制
限
等
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
児
童
福
祉
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校
修
了
前
の
児
童

（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
）
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か

に
あ
て
は
ま
る
児
童（※

）

を
監
護
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

18
歳
到
達
後
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
人
。（
心
身

に
中
度
ま
た
は
重
度
以
上

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20

歳
未
満
）

▼
父
母
が
婚
姻
解
消（
離
婚

等
）し
た
児
童

▼
父（
母
）が
死
亡
し
た
児

童
▼
父（
母
）が
一
定
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童

▼
父（
母
）の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
児
童

▼
父（
母
）か
ら
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

▼
父（
母
）が
裁
判
所
か
ら

の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受

け
た
児
童

▼
父（
母
）が
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童

▼
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生

ま
れ
た
児
童

▼
父
母
と
も
に
不
明
で
あ

る
児
童

児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
心
身
に
中
度

以
上
の
障
害
を
持
つ
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当

特
別
児
童

扶
養
手
当

■
問
合
先

▼
児
童
福
祉
課

　

本
庁（
内
線
３
６
６
）

▼
西
吉
野
支
所

▼
大
塔
支
所
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特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
病
の

　
　

予
防
に
は…

　

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健

診
）
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る

生
活
習
慣
病
や
、
そ
の
予
備

群
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
た
め
の
指
導
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

40
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、

五
條
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人

■
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
土
）
〜

　

平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）

■
健
診
料
金　

１
０
０
０
円

■
受
診
の
方
法　

　

対
象
者
に
受
診
券
と
質
問

票
を
郵
送
し
ま
す
。
直

接
医
療
機
関
に
予
約
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
健
診
内
容

▽
問
診
、
診
察
、
身
体
測
定
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査

（
脂
質
、
肝
機
能
、
血
糖
、

貧
血
）
尿
検
査
（
糖
、

蛋
白
）、
心
電
図

※

大
腸
が
ん
検
診
も
合
わ
せ

て
受
診
で
き
ま
す
。
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
費
用
４
０
０
円
）

※

人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
診

は
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

特
定
健
診
を
受
け
、
後

日
人
間
ド
ッ
ク
の
み
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
問
合
先

　

保
険
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
７
）

40
歳
以
上
75
歳
未
満
、
五
條
市
国
民
健
康
保
険
加
者

難
病
患
者
の
皆
さ
ん
が

　

４
月
１
日
か
ら
、
障
害
者
の

定
義
に
新
た
に
難
病
等※

が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
難
病
患
者
の
皆
さ
ん
が

様
々
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
疾
病
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

※

治
療
方
法
が
確
立
し
て
い

な
い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊

な
疾
病
で
あ
っ
て
政
令
で

定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害

の
程
度
が
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
程
度
で
あ
る
人

■
問
合
先

　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　

本
庁
（
内
線
２
９
９
）

育成医療の窓口が

　育成医療の申請窓口が次のとおり変更さ
れました。
※育成医療…身体上の障害を有する人または現存する
疾患を放置すると将来障害を残すと認められる人
で、手術等の治療によって確実な治療効果が期待で
きる 18 歳未満の児童に対して指定育成医療機関で
治療する医療費の一部を助成する制度

いままで…吉野保健所

↓
これから　市役所社会福祉課

■問合先　社会福祉課福祉係
　　　　　本庁　内線（２９９）

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
中
軽
度
難
聴
の
子
ど
も
た
ち

（
18
歳
未
満
）
の
健
全
な
発
達
を
支
援

す
る
た
め
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
し
、
両
耳
の

聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
70

デ
シ
ベ
ル
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
外
と
な
る
児
童
で
、
補

聴
器
装
用
に
よ
る
効
果
が
期
待
で
き

る
人

※

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
額　

購
入
費
用
の
３
分
の
２

※

基
準
額
を
超
え
る
場
合
は
基
準
額
の

３
分
の
２

■
そ
の
他　

申
請
に
は
医
師
の
意
見
書

等
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　

本
庁
（
内
線
２
９
９
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

　
　

対
象
に
な
り
ま
し
た

社会福祉課に変更されました

中
軽
度
難
聴
の
子
ど
も
た
ち
の

補
聴
器
購
入

費
用
を
助
成
し
ま
す
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市街地一斉
泥上げを実施します

　快適な環境づくりのため、市街地の下水路泥
上げを行います。ご協力をお願いします。

　午前８時より配車します。泥等の積み込み作業は、
各自治会の皆さんで行ってください。
※家庭内ゴミなどは出さないようにしてください。

5月19日（日）
小雨決行
（予備日なし）

■問合先　下水道課計画係  本庁（内線 337）

「
五
條
市
が
元
気
に
な
る
」

  

企
画
・
事
業
等
を
支
援
し
ま
す

五
條
市
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

　

自
由
な
発
想
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
、
五
條
市
が
元
気
に
な

る
企
画
・
事
業
等
を
提
案
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
事
業

を
実
施
す
る
団
体
に
「
五
條
市
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」

を
交
付
し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

本
年
度
に
実
施
す
る
次

の
よ
う
な
事
業
で
す
。

①
地
域
を
元
気
に
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催

②
人
や
物
の
交
流
の
活
性

化
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

③
市
ま
た
は
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
資
す

る
施
設
・
設
備
の
整
備

④
そ
の
他
、
市
長
が
特
に

効
果
が
あ
る
と
認
め
た

事
業

対
象
と
な
る
事
業

交付率 交付対象経費の３/４以内 

限度額 
３０万円以内 
1,000 円未満の端数は切り捨て 

対象事業数 おおむね７事業を予定 

交付金の額

対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
の
地
域
自
治
組
織
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

団
体

募
集
期
間　

　

５
月
７
日
（
火
）

　
　

〜
24
日
（
金
）

そ
の
他

　

詳
細
に
は
本
庁
・
支
所
に

あ
る
「
応
募
の
手
引
き
」
等

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

「
応
募
の
手
引
き
」
等
は
、

五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

本
庁
（
内
線
２
０
６
）

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」

  

に
取
り
組
む
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
と
市
民
の
癒
し
の
場
を
創
造
す
る
植
栽

事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
「
五
條
市
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
補

助
金
」
を
交
付
し
て
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
企
画
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
経
費

　

市
内
の
名
所
、
旧
跡
、
市

道
、
公
園
、
道
路
等
に
植
栽

す
る
苗
木
、
花
苗
、
種
子
、

球
根
お
よ
び
肥
料
等
の
購
入

に
要
す
る
経
費
と
植
樹
作
業

費
用
。

対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
の
地
域
自
治
組
織
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
団
体

補
助
金
の
額

　

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内

で
、
１
団
体
に
つ
き
１
回
に

限
り
交
付
し
ま
す
。

※

１
団
体
の
上
限
額
は
２
０

０
０
０
０
円
。

募
集
期
間　

　

５
月
７
日
（
火
）
〜

　
　
　

24
日
（
金
）

そ
の
他

　

詳
細
に
つ
い
て
は
本
庁
・

支
所
に
あ
る
「
応
募
の
手
引

き
」
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

※

「
応
募
の
手
引
き
」
等

は
、
五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

本
庁
（
内
線
２
０
６
）
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農
業
を
行
う
の
に
不
便

な
山
間
地
で
は
、
耕
作
さ

れ
な
い
農
地
が
増
加
し
て
、

洪
水
の
防
止
な
ど
多
面
的

な
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
耕
作
放
棄
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
、
農
業
者
等
に
交

付
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。 

次
の
と
お
り
交
付
金
が
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 協定 
締結数 

協定 
参加者数 

協定農用地 
面積 

交付金 
総額 

合計 ７７     167,703 千円1,535ha1,781

実施状況をお知らせします
中山間地域等直接支払制度

み
ど
り
園
の
お
知
ら
せ

資
源
と
し
て

回
収
し
ま
す

６/１～
　

み
ど
り
園
で
は
、
資
源
の

有
効
活
用
、
ご
み
の
減
量
化

の
た
め
、
今
ま
で
も
え
る
ゴ

ミ
と
し
て
い
た
新
聞
紙
、
雑

誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
を
資
源

と
し
て
回
収
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※

ご
み
の
収
集
日
程
が
変
更

に
な
る
地
域
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
広
報
五
條

６
月
号
や
自
治
会
の
回
覧

板
、
折
込
チ
ラ
シ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
合
先

　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

新
聞
紙

雑
誌

ダ
ン
ボ
ー
ル
等

取引や証明に使用する計量器は
検査が義務付けられています

特定計量器の
定期検査を実施します

　

正
確
な
計
量
器
も
年
数
が

経
つ
に
つ
れ
て
誤
差
が
生
じ

て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
計
量
法
で
は
商

店
・
ス
ー
パ
ー
・
生
産
農
家
・

調
剤
薬
局
な
ど
で
物
品
の
売

買
等
取
引
に
使
用
さ
れ
る
計

量
器
の
使
用
者
に
対
し
て
、

２
年
に
１
回
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、病
院
・
診
療
所
・

学
校
等
の
健
康
診
断
に
使
用

さ
れ
る
体
重
計
も
定
期
検
査

が
必
要
で
す
。

　

次
の
と
お
り
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
の

検
査
場
所
で
受
験
し
て
く
だ

さ
い
。

■
定
期
検
査
会
場
・
日
程

▽
賀
名
生
公
民
館

　

６
月
17
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
宗
桧
公
民
館

　

６
月
17
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　

２
時
30
分

▽
野
原
公
民
館

　

６
月
18
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
五
條
市
役
所

　

第
２
分
庁
舎
下
駐
車
場

　

６
月
19
日（
水
）20
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
３
時

■
手
数
料

　

１
台
に
つ
き
５
０
０
円

〜
１
８
０
０
円
程
度

  （
計
量
器
の
種
類
・
能
力

に
応
じ
て
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
）

■
問
合
先

　

企
業
観
光
戦
略
課

　

本
庁
（
内
線
２
１
５
）

雑誌

新聞紙

段ボール

■問合先　農林政策課　本庁（内線３９０）

企業やお店の元気は市の元気

五　條　市  /  五 條 市 商 工 会

市内で買い物をしましょう
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消防トピックス

市
立
保
育
所

学
童
保
育
所

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

　
　

職
場
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
立
保
育
所
、
学
童
保
育
所
の
臨
時
職
員
と
し
て
登
録
し
ま

せ
ん
か
。
保
育
士
や
指
導
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
登
録
し

た
人
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

市
立
保
育
所
の
嘱
託
保
育
士

■
登
録
資
格　

昭
和
43
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
保
育
士
資
格
お
よ

び
幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有

す
る
人

■
勤
務
場
所

　

市
内
保
育
所

■
申
込
方
法

　

随
時
受
付
を
行
い
ま
す
の

で
、
履
歴
書
と
保
育
士
証

お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許

状
の
写
し
を
持
っ
て
、
児

童
福
祉
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

臨
時
職
員

登
録
受
付
中

■
給
与
な
ど

  （
平
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

※

週
休
２
日

▼
基
本
給

　

月
額
１
５
５
７
０
０
円
〜

　

賞
与　

年
２
回

※

通
勤
手
当
、
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
、
労
災
保
険
、

雇
用
保
険
、
有
給
休
暇
あ

り

学
童
保
育
所
の

　

臨
時
指
導
員

■
登
録
資
格　

昭
和
43
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
教
員
免
許
ま
た
は
保

育
士
資
格
を
有
す
る
人

■
勤
務
場
所

　

市
内
学
童
保
育
所

■
申
込
方
法

　

随
時
受
付
を
行
い
ま
す
。

履
歴
書
と
教
員
免
許
状
お

よ
び
保
育
士
証
の
写
し
を

持
っ
て
、
児
童
福
祉
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
与
な
ど

▼
勤
務
時
間

  （
平
日
）

　

午
後
１
時
〜
６
時
30
分
、

  （
土
曜
日
・
学
校
休
業
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
６
時
30
分

▼
基
本
給

　

月
額
１
２
０
０
０
０
円

※

通
勤
手
当
、
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
、
労
災
保
険
、

雇
用
保
険
、
有
給
休
暇
あ

り

■
問
合
先

　

児
童
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
３
４
９
）

日
頃
の
点
検
、

手
入
れ
が
大
切
で
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
後
は

　

住
宅
火
災
に
よ
り
亡

く
な
っ
た
人
の
約
５
割

は
「
発
見
の
遅
れ
」
に

よ
る
も
の
で
す
。
全
て

の
住
宅
に
設
置
が
義
務

化
さ
れ
た
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
、
火
災
を
早

期
に
発
見
し
知
ら
せ
て

く
れ
る
た
め
、
逃
げ
遅

　
　

点
検

　

最
低
限
１
年
に
１
回

程
度
、
作
動
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
次

の
場
合
は
必
ず
作
動
点

検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
初
め
て
設
置
し
た

▼
設
置
場
所
を
変
え
た

▼
掃
除
を
し
た

▼
長
い
間
留
守
を
し
た

▼
故
障
や
電
池
切
れ
の

疑
い
が
あ
る

れ
や
延
焼
被
害
を
軽
減

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
ご
ろ
の

手
入
れ
を
怠
る
と
「
い

ざ
」
と
い
う
時
に
正
常

に
作
動
し
ま
せ
ん
。
日

頃
か
ら
点
検
と
手
入
れ

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※

点
検
方
法
は
取
扱
説

明
書
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
掃
除

　

ほ
こ
り
や
ク
モ
の
巣

が
付
く
と
、
煙
を
感

知
し
に
く
く
な
り
ま

す
。
１
年
に
１
回
は

乾
い
た
布
で
ふ
き
取

り
ま
し
ょ
う
。（
水
洗

い
や
有
機
溶
剤
は
使

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

人
員
輸
送
車
が

配
備
さ
れ
ま
し
た

　

大
規
模
災
害
時
に
被
災
地

の
要
請
を
受
け
て
駆
け
付
け

る
「
緊
急
消
防
援
助
隊
」。

こ
の
度
、
隊
員
を
現
地
に
迅

速
に
送
り
込
む
こ
と
が
で
き

る
人
員
輸
送
車
（
21
人
乗
り

緊
急
車
両
）
が
総
務
省
消
防

庁
か
ら
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
先

　

五
條
市
消
防
本
部

☎
２
２
・
３
３
１
０

大
規
模
災
害
の
被
災
地
を

　
　
　

迅
速
に
サ
ポ
ー
ト

18くらしのメモ
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情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　

五
條
市
で
は
、
公
正
で
開

か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

請
求
に
応
じ
て
市
が
保
有
す

る
公
文
書
を
開
示
す
る
「
情

報
公
開
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
昨
年
４
月
か
ら
一
年
間

の
公
文
書
の
開
示
の
請
求
件

数
お
よ
び
処
理
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
市
長
に
対
す
る
開
示
請
求

８
件
（
全
部
開
示
５
件
、

部
分
開
示
２
件
、
取
り

下
げ
１
件
）

②
議
会
に
対
す
る
開
示
請

求
２
件　
（
全
部
開
示

１
件
、
部
分
開
示
１
件
）

③
監
査
委
員
に
対
す
る
開

示
請
求
１
件

　
（
部
分
開
示
が
１
件
）

※

決
定
に
対
す
る
不
服
申

立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た

　

五
條
市
で
は
、
個
人
の
権

利
利
益
の
侵
害
の
防
止
を
図

り
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、

公
正
で
民
主
的
な
市
政
の
推

進
に
寄
与
す
る
た
め
個
人
情

報
保
護
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
自
己

に
関
す
る
個
人
情
報
の
開
示

請
求
権
、
誤
っ
た
自
己
情
報

の
訂
正
、
削
除
や
利
用
中
止

の
請
求
権
な
ど
の
権
利
を
保

障
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
一
年
間
の

運
用
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
個
人
情
報
取
扱
事
務
の

届
出
件
数　

８
５
０
件

▽
開
示
、
訂
正
、
削
除
お

よ
び
中
止
の
請
求
並
び

に
決
定
の
件
数

　

市
長
に
対
す
る
開
示
請

求
５
件　
（
全
部
開
示
２

件
、
部
分
開
示
３
件
）

※

決
定
に
対
す
る
不
服
申

立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た

■
問
合
先　

ふ
る
さ
と
創
造
課　

本
庁
（
内
線
３
０
６
）

国
の
行
政
全
般
の
意
見
や

要
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

行
政
相
談
員

行
政
相
談
と
は
国
の
行
政

へ
の
意
見
や
要
望
を
受
け

付
け
、
そ
の
解
決
や
国
民

の
声
を
行
政
制
度
の
改
善

に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ

ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。
行
政
に
対
す
る
意
見

や
相
談
を
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

　

ま
た
、
本
市
の
行
政
相

談
委
員
と
し
て
下
村
房
夫

氏
、
津
田
礼
子
氏
、
安
満

忠
英
氏
が
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
問
合
先

　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

本
庁
（
内
線
２
３
６
）

▼定例相談日
 五 條 地 区 西 吉 野 地 区 

相 談 日 毎週水曜日  
  6/19（水）、8/21（水）、10/16（水）
12/18（水）、2/19（水）

 
  

相談時間 午後１時～４時 午前１０時から１２時 

相談会場 市立福祉センター 西吉野支所 

相談委員 下村房夫、津田礼子 安満忠英 

問 合 先 ☎２４・２２００ ☎３３・０３０１※相談日以外☎３４・００５９
 

 

退
職
（
失
業
）
で
保
険
料
が

　
　
　
　

支
払
え
な
い
場
合

特
例
免
除
制
度
が

　

利
用
で
き
ま
す

　

次
の
も
の
を
持
参
し
て

市
役
所
市
民
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳

②
印
鑑

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
や
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
等
の
写
し

※

公
務
員
だ
っ
た
人
は
退

職
辞
令
の
写
し

※

退
職（
失
業
）し
た
年
度

と
翌
年
度
に
限
り
申
請

者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
の
所
得
の
う
ち
申
請

者
本
人
の
所
得
を
除
外

し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

▽
市
民
課
年
金
係

　

本
庁（
内
線
２
６
８
）

▽
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
退
職（
失
業
）し
た
時

は
、市
役
所
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、月
額
１
５

０
４
０
円（
平
成
25
年
度
の
金
額
）の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
に
は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
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見取り図案内之五十二
「第五回藤岡玉骨記念俳句大会」

五
條
市
美
術
協
会

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す

　

皆
さ
ん
の
観
覧
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
会
期

　

６
月
８
日
（
土
）、
９
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
会
場　

中
央
公
民
館

■
問
合
先

　

五
條
市
美
術
協
会
（
島
岡
）

☎
２
２
・
４
９
８
６

五條市五條市
プレミアム宿泊旅行券プレミアム宿泊旅行券
五條市
プレミアム宿泊旅行券

発売中

1 枚 8,000 円で
2,000 円分お得 !

　五條市では、観光の活性化のために市内の登録宿
泊施設で利用できる五條市プレミアム宿泊旅行券を
販売しています。
  1 枚 8,000 円で 2,000 円分お得です！
  （10,000 円分の宿泊券が 8,000 円で購入できます）
■販売期間　平成 26 年 3月 31 日まで

　利用できる施設
　リバーサイドホテル、旅館旭宣坊、カルディア・
ロッジ、農家民宿 久庵、千成荘、ロッジ星のくに、
やなせ屋、福寿荘、Cafe & 農家民宿こもれび

■市内の販売場所
▼ＪＲ五条駅前観光案内所　▼道の駅「吉野路大塔」

■問合先
　企業観光戦略課　本庁（内線 210）

ア
ラ
イ
グ
マ 

捕
獲
従
事
者

講
習
会
を

開
催
し
ま
す

　

野
生
動
物
を
捕
獲
す
る
に
は
狩

猟
免
許
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

五
條
市
で
は
所
定
の
講
習
会
を
受

け
、
国
の
承
認
を
受
け
れ
ば
、
ア

ラ
イ
グ
マ
に
限
り
捕
獲
で
き
ま
す
。

■
承
認
の
有
効
期
限　

３
年
間

■
日
時

　

５
月
23
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
１
０
０
人

■
内
容

▽
防
除
実
施
計
画
お
よ
び
捕
獲

に
関
す
る
注
意
事
項
の
説
明

講
習
会
は
年
に
１
回
開
催
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
で
困
っ
て
い

る
皆
さ
ん
は
こ
の
機
会
に
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
箱
わ
な
を
使
用
し
た
ア
ラ
イ

グ
マ
の
捕
獲
方
法

■
受
講
料　

無
料

※

当
日
捕
獲
従
事
者
証
を
交
付

し
ま
す

■
申
込
締
切　

５
月
17
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

農
林
政
策
課
鳥
獣
対
策
係

　

本
庁
（
内
線
４
１
０
）

農
作
物

な
ど
の
被
害
に

困
っ
て
い
る
皆
さ
ん

　

希
望
者
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
は
１
回
30
分
ま
で
。
延
長

は
、
次
に
利
用
者
が
い
な
い
場
合

１
回
の
み
可
能
で
す
。

▼
有
料
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
は
で
き
ま
せ

ん
。

■
問
合
先　

図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館
閲
覧
室
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

　
　

利
用
で
き
ま
す

20イベント案内・おしらせ
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見取り図案内之見取り図案内之五十二五十二
「第五回藤岡玉骨記念俳句大会」「第五回藤岡玉骨記念俳句大会」

毎週月曜日休館（月曜が祝日の場合は翌日）入館料（大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013（近内町５２６）

　

五
條
で
生
れ
育
っ
た
俳
人
藤
岡
玉
骨

を
し
の
ぶ
記
念
俳
句
大
会
の
４
７
４
句

の
応
募
か
ら
受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
藤
岡
玉
骨
記
念
俳
句
大
賞

　

山
か
ら
の
水
に
勢
ひ
蕗
の
薹

　
　
　
　
　
　

御
所
市　

上
村
佳
与
様

▼
五
條
市
長
賞

　

狐
の
足
跡
広
げ
た
る
燻
炭
に

　
　
　
　
　
　
　

斑
鳩
町　

林
周
作
様

▼
五
條
市
議
会
議
長
賞

　

お
山
焼
庁
舎
屋
上
開
放
し

　
　
　
　
　
　

奈
良
市　

鈴
木
蕗
子
様

▼
五
條
市
教
育
長
賞

　

幕
末
の
時
計
鳴
る
家
春
の
昼

　
　
　
　
　

奈
良
市　

遊
田
久
美
子
様

▼
五
條
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　

山
始
め
左
利
き
な
る
鉈
振
る
ふ　
　

　
　
　
　
　
　
　

吉
野
町　

辻
善
流
様

▼
五
條
市
商
工
会
長
賞

　

涅
槃
会
の
畳
の
上
の
散
華
か
な

　
　
　
　
　

河
合
町　

福
田
千
代
子
様

▼
五
條
市
観
光
協
会
会
長
賞

　

雛
の
間
の
開
け
て
金
剛
山
引
き
寄
せ
る

　
　
　
　
　
　

奈
良
市　

宮
武
孝
幸
様

▼
奈
良
県
俳
句
協
会
会
長
賞

　

や
わ
ら
か
な
畳
の
日
射
し
囀
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

宇
陀
市　

中
谷
照
様

▼
奈
良
新
聞
社
賞

　

初
詣
去
年
と
同
じ
顔
を
し
て

　
　
　
　
　
　

三
郷
町　

宮
西
洋
子
様

▼
奈
良
テ
レ
ビ
放
送
賞

　

ま
だ
少
し
こ
の
世
に
未
練
日
記
買
う

　
　
　
　
　
　
　

奈
良
市　

西
村
猛
様

▼
毎
日
新
聞
社
賞

　

一
本
で
事
足
る
煮
物
鰤
大
根

　
　
　
　
　
　
　

五
條
市　

堀
栄
子
様

▼
朝
日
新
聞
社
賞

　

夜
明
し
の
宮
役
終
え
て
雑
煮
炊
く　

　
　
　
　
　
　

橿
原
市　

鈴
木
玲
子
様

▼
読
売
新
聞
社
賞

　
　

ぬ
ば
た
ま
の
夜
来
つ
つ
あ
り
山
桜

　
　
　
　
　
　

天
理
市　

岩
城
吉
蔵
様

▼
産
経
新
聞
社
賞

　

も
の
の
芽
を
促
す
雨
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　

桜
井
市　

福
西
泰
子
様

▼
奈
良
日
日
新
聞
社
賞

　

頑
と
し
て
自
説
を
曲
げ
ず
懐
手

　
　
　
　
　
　

王
寺
町　

坂
元
軒
二
様

▼
藤
岡
家
賞

　

駘
蕩
と
江
戸
期
の
時
計
正
午
告
ぐ　

 

　
　
　
　
　
　

奈
良
市　

渡
辺
政
子
様

　
　
　
　
　

■
展
示
案
内

神
功
皇
后
な
ど
藤
岡
家
所
蔵
の

　

武
者
人
形
・
む
し
ゃ
の
ぼ
り
展
示

　

６
月
５
日（
水
）
ま
で

「
江
戸
時
代
の
女
性
像

　

〜
本
・
く
し
・
か
ん
ざ
し
〜
」
展　

　

〜
６
月
30
日（
日
）
ま
で

展示・イベント案内

■
イ
ベ
ン
ト
案
内

■
青
葉
の
舞
台　

入
館
料
で
鑑
賞
可

　

５
月
11
日（
土
）
午
後
一
時
半
開
演

　

筑
前
琵
琶「
源
氏
物
語
」よ
り『
夕
顔
』

一
人
芝
居「
中
将
姫
」

■
エ
ビ
ネ
ラ
ン
の
ラ
ン
チ
サ
ロ
ン

　

５
月
22
日（
水
）　

藤
岡
家
で
食
事
の

後
高
天
野
草
園
の
エ
ビ
ネ
ラ
ン
見
学

　

天
誅
組
志
士
の
末
え
い
の
皆

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
４
回
開

催
し
ま
す
。

■
講
演「
松
本
奎
堂
の
生
涯
」

　

講
師　

野
村
嘉
久
氏

　
（
財
団
法
人
刈
谷
頌
和
会
理
事
、
松
本

奎
堂
末
裔
）

■
日
時　

５
月
25
日（
土
）

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
場
所　

民
俗
資
料
館
長
屋
門

■
定
員　

先
着
40
人

■
参
加
費　

一
般
５
０
０
円

 

（
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
３
０
０
円
）

■
申
込
方
法　

氏
名
・
住
所
・
連

絡
先
を
明
記
し
て
、
５
月
24

日（
金
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

長
屋
門
さ
き
が
け
塾 

第
２
回 

受
講
生
募
集

天誅組大和義挙150年記念事業

　

天
誅
組
の
義
挙
か
ら
１
５
０

年
を
記
念
し
て
天
誅
組
の
道
の

り
を
振
り
返
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を

本
年
度
６
回
開
催
し
ま
す
。
第

１
回
は
堺
、
富
田
林
編
で
す
。

■
日
時　

６
月
８
日（
土
）

■
乗
車
場
所
・
時
間

▼
市
立
民
俗
資
料
館
長
屋
門
駐

車
場　

午
前
８
時

▼
近
鉄
大
和
八
木
駅
南
口　

午

前
９
時

■
コ
ー
ス

　

堺
上
陸
地
碑
↓
妙
国
寺（
堺

事
件
関
連
地
）↓
狭
山
代
官

所
跡
↓
報
恩
寺
↓
水
郡
邸
↓

西
方
寺
↓
錦
織
神
社
↓
白
木

陣
屋
跡
↓
長
野
一
郎
顕
彰
碑

■
参
加
費　

３
０
０
０
円（
昼

食
・
お
茶
・
保
険
代
）

■
申
込
方
法

　

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
明

記
の
上
、
６
月
１
日（
土
）

ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
葉

書
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

先
着
25
人

■申込・問合先　天誅組大和義挙１５０年記念事業実行委員会　☎・Ｆａｘ　２２・０４５０
　Mai l  in fo@tenchugumi . jp　〒６３７‐００４３　新町３丁目３-１

〜
第
１
回　

天
誅
組
上
陸
地
か
ら
河
内
国
へ
〜

天
誅
組
ご
子
孫
が
語
る
秘
話

天
誅
組
の
足
跡
を
辿
る
バ
ス
ツ
ア
ー 

「
堺
・
富
田
林
」
編

ぎ
ょ
っ
こ
つ

ふ
き

と
う

く
ん
た
ん

な
た

ね
は
ん
え

さ
ん
げ

こ
ん
ご
う

た
い
と
う

五條市
プレミアム宿泊旅行券

ぶ
り

が
ん

ふ
と
こ
ろ
で
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た
は
勤
務
す
る
成
人
女
性)

■
指
導
者　

堀
栄
子
先
生
（
フ
ラ

ダ
ン
ス
講
師
）

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
利
用
団

体
会
費
の
み
）

■
持
ち
物　

ス
カ
ー
ト
ま
た
は
踊

り
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル

■
申
込
方
法　

５
月
20
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以

上
就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・

無
料
） 

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
開
催

　
　

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
障
害

者
に
対
し
て
、
相
手
が
話
し
て
い

る
こ
と
を
要
約
し
情
報
を
文
字
と

し
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん

も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

奈
良
県
登
録
要
約
筆
記
者
の
試

験
を
受
け
る
に
は
、
こ
の
講
座

を
修
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

６
月
１
日
（
土
）
〜

　
（
全
42
回
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
会
場

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

市
立
中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
メ
ニ
ュ
ー　

シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ

ー
と
茄
子
カ
レ
ー
、
ナ
ン
、
キ

ャ
ロ
ッ
ト
サ
ラ
ダ

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生
（
料

理
研
究
家
、
A
B
C
ラ
ジ
オ
・

ド
ッ
キ
リ
ハ
ッ
キ
リ
三
代
澤
康

司
で
す
。
火
曜
日
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
利
用

団
体
会
費
３
０
０
円
を
含
む
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具

■
申
込
方
法　

５
月
25
日
（
土
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

ヘ
ル
ス
講
座

　

〜
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
〜

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
る
楽
し
さ
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
30
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人
（
市
内
に
在
住
ま

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
先　

居
宅
支
援
事
業
所
ル

ポ
ゼ
ま
き
の

　
（
担
当
：
上
山
、
浅
野
、
中
村
）

※

申
し
込
み
不
要
。
駐
車
場
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。

☎
２
３
・
０
７
１
１

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

　
　
　
　
　

講
習
会
開
催

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
２
本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）

で
歩
行
を
補
助
し
な
が
ら
運
動
の

効
果
を
ア
ッ
プ
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。

■
内
容　

講
習
会
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
（
各
30
分
程
度
）

■
日
時　

６
月
７
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場　

老
人
憩
の
家

■
定
員　

20
人
程
度

■
参
加
費　

６
０
０
円
（
ス
ト
ッ

ク
レ
ン
タ
ル
料
・
保
険
代
）

■
申
込
・
問
合
先

　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

時
短
カ
レ
ー 

d
e 

パ
ー
テ
ィ
ー

■
日
時　

６
月
１
日
（
土
）

■
応
募
締
切　

６
月
７
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
次
の

事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。　

①
氏
名　

②

年
齢
、
生
年
月
日
、
性

別 

③
住
所
、
電
話
番
号　

④
職
業　

⑤
活
動
範
囲
の
希

望　

⑥
応
募
理
由　

⑦
モ
ニ

タ
ー
に
な
っ
た
場
合
の
活
動

内
容　

⑧
過
去
の
モ
ニ
タ
ー

経
験

■
応
募
・
問
合
先

　

和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
７
３
・
４
０
２
・
０
２
６
７

〒
６
４
０‐

８
２
２
７

　

和
歌
山
市
西
汀
丁
１
６
番

kq-kakan02@
kkr.m

lit.go.jp

家
族
介
護
教
室
参
加
者
募
集

ら
く
ら
く
介
護
術
・
健
康
体
操

　

コ
ツ
を
知
れ
ば
介
護
が
も
っ

と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
笑
顔
で

生
活
が
で
き
る
介
護
術
を
体
験

し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
２
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場　

阪
合
部
小
学
校
多
目

的
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

介
護
を
し
て
い
る
、

ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
等

な
か
よ
し
保
育
園

　

未
就
園
児
親
子
教
室

「
ひ
ま
わ
り
教
室
」
参
加
者
募
集

　

毎
月
１
回
の
親
子
教
室
に
参

加
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

毎
月
１
回
（
不
定
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
活
動
内
容

　

園
庭
開
放
、
泥
ん
こ
遊
び
、

専
門
講
師
に
よ
る
親
子
体
操
、

園
行
事
（
夏
ま
つ
り
・
運
動
会
）

へ
の
参
加
な
ど

■
参
加
費　

１
回
３
０
０
円

　
（
お
や
つ
代
含
む
）

■
問
合
先　

な
か
よ
し
保
育
園

☎
２
４
・
４
１
１
５

紀
の
川
河
川
愛
護

　

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
は
、
河
川
を
見

守
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

■
モ
ニ
タ
ー
期
間

　

７
月
１
日
〜
１
年
間

■
応
募
資
格

　

市
の
川
か
ら
約
５
km
以
内
に

在
住
す
る
20
歳
以
上
の
人

■
謝
礼　

月
額
４
０
０
０
円
程
度

広告募
集

毎
月
１
５
８
０
０
部
発
行

広
報

申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
詳
細
は
五
條
市

■
問
合
先　

ふ
る
さ
と
創
造
課

講　

座

募　

集
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自
動
車
（
原
付
き
を
含
む
）
を

運
転
す
る
人
で
、
中
級
顕
彰
を

受
け
て
お
り
、
６
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反
の
人

▼
優
良
運
転
者
（
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ

バ
ー
）
顕
彰

　
「
上
級
顕
彰
」
を
受
け
て
か
ら

１
年
以
上
経
過
し
、
10
年
以
上

無
事
故
・
無
違
反
で
免
許
停
止

　

処
分
を
受
け
て
い
な
い
人

※

緑
十
字
銅
章
、
近
畿
交
通
栄
誉

章
の
表
彰
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

■
申
請
手
続
き

　

該
当
す
る
人
は
五
條
警
察
署
に

あ
る
申
請
書
に
記
入
し
、
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
た
無

事
故
・
無
違
反
証
明
を
添
え
て
、

５
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
警
察
署
交
通
課

で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
25
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

県
内
在
住
の
オ
ス
ト

メ
イ
ト
の
人

■
相
談
対
応
者　

専
門
看
護
師
と

支
部
役
員

■
相
談
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
問
合
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
奈
良
県
支
部

☎
０
７
４
２
・
４
９
・
１
８
３
９

交
通
安
全
協
会
五
條
支
部

　

優
良
運
転
者
等
を
表
彰
し
ま
す

　

交
通
安
全
協
会
五
條
支
部
で
は
、

優
良
運
転
者
を
選
考
し
、
秋
の
交

通
安
全
県
民
運
動
で
表
彰
し
ま
す
。

■
対
象
者

▼
支
部
表
彰

　

奈
良
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
磯
城
郡
田
原
本
町
）

※

奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■
定
員　

20
人

■
受
講
料　

５
０
０
０
円
（
全
課

程
分
。
デ
キ
ス
ト
代
別
途
要
。

初
回
受
講
時
に
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。）

■
申
込
締
切　

５
月
18
日
（
土
）

■
申
込
・
問
合
先　

奈
良
県
聴
覚

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
４
・
２
１
・
７
８
８
０

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
み
な
さ
ん
の

　

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
悩
み
や
苦
労

を
専
門
家
や
仲
間
に
相
談
し
ま
せ

ん
か
。
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

お
知
ら
せ

市
民
の
善
意

市
民
に
身
近
な
、
信
頼
の
広
告
媒
体

五
條

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
広
告
」
と
検
索

　

本
庁
（
内
線
２
１
４
）

Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

☎
２
３
・
０
１
１
０

県
立
大
淀
養
護
学
校

　

一
日
体
験
学
習
・
見
学
会

　

知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童

の
保
護
者
等
を
対
象
に
体
験
学

習
・
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

〜
小
学
部
〜

■
日
時

▼
平
成
27
年
度
就
学
予
定
幼
児

　

５
月
30
日
（
木
）

　

午
前
９
時
半
〜
正
午

▼
平
成
26
年
度
就
学
予
定
幼
児

　

５
月
31
日
（
金
）

　

午
前
９
時
半
〜
正
午 

〜
中
学
部
〜

　

６
月
21
日
（
金
）

　

午
前
９
時
半
〜
正
午

※

教
育
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
問
合
先

　

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校
（
大

淀
町
下
渕
４
１
４ 

ー 

１
）

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
７
６
５
５

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

　
　
　
　

体
験
学
習
・
見
学
会

　

主
に
肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼

児
、
児
童
、
生
徒
の
保
護
者
等
を

対
象
に
体
験
学
習
、
見
学
会
を
行

い
ま
す
。

〜
体
験
学
習
〜

■
日
時　

７
月
３
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

〜
見
学
会
〜

■
日
時　

６
月
11
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

※

教
育
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
問
合
・
申
込
先

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

（
明
日
香
村
川
原
４
１
０
）

☎
０
７
４
４
・
５
４
・
３
３
８
０

大
塔
地
区
の

　

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

　

５
月
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

直
接
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
９
日
（
木
）、
23
日
（
木
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん

　

西
吉
野
支
店
女
性
部

23
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　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

ヤ
マ
モ
モ
の
巨
樹
と

　
　
　

直
木
三
十
五

　

吉
野
三
山
の
一
つ
、
銀
峯

山
（
白
銀
岳
）
北
麓
に
位
置

す
る
西
吉
野
町
奥
谷
に
、
一

株
の
大
き
な
ヤ
マ
モ
モ
の
木

が
あ
り
ま
す
。
ヤ
マ
モ
モ
は
、

中
部
地
方
以
南
の
温
暖
な
地

域
に
自
生
す
る
ヤ
マ
モ
モ
科

の
常
緑
高
木
で
、
特
に
海
岸

線
に
沿
っ
て
多
く
分
布
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

海
岸
線
か
ら
遠
い
奈
良
県

で
す
が
、
比
較
的
多
く
の
ヤ

マ
モ
モ
の
分
布
が
見
ら
れ
、

そ
の
中
に
奥
谷
の
ヤ
マ
モ
モ

の
よ
う
な
巨
樹
が
あ
る
こ
と

は
学
術
的
に
貴
重
な
こ
と
か

ら
、
昭
和
34
（
１
９
５
９
）

年
２
月
５
日
に
奈
良
県
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
「
ヤ
マ
モ
モ
の
巨

樹
」
は
、
標
高
約
３
０
０
ｍ

の
奥
谷
老
人
憩
の
家
の
敷
地

南
端
の
崖
の
上
に
立
っ
て
い

ま
す
。
ヤ
マ
モ
モ
は
雌
雄
異

株
（
雌
株
と
雄
株
と
の
区
別

が
あ
る
も
の
）
で
す
が
、
こ

の
木
は
雌
株
で
、
樹
高
は
１

２
．
７
ｍ
、
主
幹
の
胸
高

（
地
面
か
ら
１
．
２
ｍ
）
の

周
囲
は
６
．
２
ｍ
を
測
り
ま

す
。
主
幹
か
ら
は
大
き
な
３

本
の
幹
が
枝
分
か
れ
し
、
そ

の
３
本
か
ら
さ
ら
に
９
本
の

枝
幹
が
広
が
る
、
文
字
通
り

の
「
巨
樹
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
場
所
は
、
明
治
時
代

に
奥
谷
尋
常
小
学
校
が
置
か

れ
、
昭
和
３
５
年
（
１
９
６

０
）
３
月
の
白
銀
北
第
二
小

学
校
の
廃
校
ま
で
小
学
校
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
４
３
（
１
９
１
０
）
年

１
１
月
、
こ
の
小
学
校
に

「
植
村
宗
一
」
と
い
う
代
用

〒637-8501

奈良県五條市本町 1 丁目 1 番 1 号

☎０７４７・22・4001

るる

を

歴
史を

歴
史

五
條
の

る
探

高齢者の転倒・転落等の事故は半数以上が居
住場所で起こっています。
危険個所をチェックしましょう！
▼雑誌や新聞紙などが散らかっていませんか。
▼階段・浴室・浴槽内のすべり止め、手すり
はありますか。

▼電気コード、じゅうたんのすそなどに足が
ひっかかりませんか。

市
の
動
き

市
の
動
き

人
口 

３
４
２
８
５
人　
　
　

男
１
６
３
２
３
人　
　
　

  

女
１
７
９
６
２
人　

   　
　

世
帯
１
３
８
３
５
世
帯

　
　

  

（
▲
１
２
２
）　
　
　
　
　

   

（
▲
６
２
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
６
０
）　
　
　
　
　
　

      

（
＋
１
２
）

（
３
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

今日からはじめる
転倒予防

教
員
が
赴
任
し
ま
す
。
こ
の

植
村
先
生
こ
そ
、
後
に
大
衆

文
学
作
家
と
な
り
、
「
直
木

（
三
十
五
）
賞
」
と
い
う
文

学
賞
に
名
が
残
る
「
直
木
三

十
五
」
で
す
。

　

地
元
に
残
る
聞
き
伝
え
に

よ
る
と
、
植
村
先
生
は
お
お

ら
か
な
性
格
で
、
こ
の
ヤ
マ

モ
モ
の
巨
樹
に
登
り
大
声
で

デ
カ
ン
シ
ョ
節
を
歌
い
、
時

に
は
木
陰
に
机
を
出
し
て
授

業
を
し
た
と
い
い
ま
す
。
こ

の
代
用
教
員
時
代
に
提
出
さ

れ
た
直
筆
の
履
歴
書
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
（
賀
名
生
の
里

歴
史
民
俗
資
料
館
で
展
示
）
。

こ
の
ヤ
マ
モ
モ
の
巨
樹
は
、

貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
と
と

も
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

と
西
吉
野
の
歴
史
を
見
守
り

続
け
て
き
ま
し
た
。

し
ろ
か
ね
だ
け

住まいを
チェックしよう!!

part.２

し
ゆ
う
い

奈
良
県
指
定
天
然
記
念
物
「
ヤ
マ
モ
モ
の
巨
樹
」

じ
ょ
う
り
ょ
く
こ
う
ぼ
く

し
ゅ

じ
ゅ
こ
う

し
ゅ
か
ん

き
ょ
う
こ
う

み
き

し
か
ん

う
え
む
ら
そ
う
い
ち

市  民  ご  よ  み

５月　８日 （水）

 税理士による税の無料相談

　場所◎中央公民館

　時間◎13時30分

　　　～15時30分

５月８日（水）・２０日（月）・２９日（水）

 眠れない、ゆううつなど心の悩み

 臨床心理士によるこころの健康相談
　場所◎カルム五條
　予約◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

５月１１日 （土）　
  人権を確かめあう日」
  　奈良県人権教育推進協議会

　　事務局次長 飯田 美和 さん

５月２１日（火）
 生活習慣病予防、健康管理、禁煙など

 保健師による各種健康相談
　場所◎カルム五條
　申込◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

毎週火・木曜日　
 悪質商法や多重債務などの相談

 消費生活・多重債務相談
　時間◎１０時～１５時
　場所◎第２分庁舎３階

プチ
健康

講座
Vo
l .0
5

五
條
五
條

検
定
検
定

Q1Q2Q3

五
條
の

歴
史
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

直
木
三
十
五
が
奥
谷
尋
常

小
学
校
の
代
用
教
員
と

な
っ
た
と
き
の
月
給
は

①
11
円

②
22
円

③
33
円

直
木
三
十
五
の
代
表
作
は

①
私
本
太
平
記

②
難
太
平
記

③
南
国
太
平
記

天
誅
組
の
本
陣
が
置
か
れ

た
銀
峯
山
山
頂
に
あ
る
神

社
は

①
波
宝
神
社

②
波
比
売
神
社

③
八
幡
神
社

■問合先  地域包括支援センター
　　　　　　本庁（内線３０９）

納税には口座振替のほか、コンビニ
エンスストアでも納付できます。
■問合先
▽税務課徴収対策室 本庁（内線 260）

５月は
固定資産税・都市計画税
の納期です
納期限は５月３１日（金）まで

ふ
に
ん

な
お
き

さ
ん
じ
ゅ
う
ご
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